
　世界的に先端半導体に関する意識が高まり、教育機関での人材育成が急務となっています。半
導体は身近な製品に多く組み込まれているにもかかわらず、人目に触れることが少ないため身近
に感じることはありません。また、電子という目に見えない粒子が織りなす物理は、日常生活の延
長線上に想像できる範囲ではなく、初学者にとって難解でイメージしにくい世界です。そこで可能
な限り身近な描像を使って半導体の世界観を表現し、半導体エンジニアの教育に活かし得る教材
の作成に取り組むことにしました。近年の技術革新により各段に進歩した仮想(バーチャル)空間
をうまく利用することで、これまで出来なかった「電子の目線」を実現します。小さな電子の世界と
大きな人間の世界を自由に行き来することができるのも、仮想空間の優れた点です。


